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２. 模型を活用した普天間飛行場跡地における原風景イメージの作成 

（１）原風景模型の作成について 
１）原風景模型作成の背景・目的 

普天間飛行場跡地においては、かつて水系・緑地・地形などの自然環境とのかか

わりを大切にしながら、集落での生活や、田畑での耕作、御嶽等での祭祀行事など、

先人たちの暮らしがあった。しかしながら、基地として接収・改変されたことで、

その生活・生業や自然環境は失われた。 

跡地利用を検討するにあたり、その先人たちの暮らしを理解し、土地利用に関す

る知恵や、空間構成などを継承していくという視点も重要であると考えられる。 

したがって、基地整備による改変前の地形、土地利用、集落構成、生活・生業を

視覚的に確認し、跡地利用における土地利用のあり方、公園・緑の配置やあり方、

歴史・文化資源の保全・活用のあり方、さらには景観形成に関する考え方の検討材

料とすることを目的として原風景模型を製作する。 

また、模型を地域住民との話合いに活用するなど、旧集落の遺跡等をどの様に利

用していたのか、新たな発見や住民相互の確認を通して、跡地利用の検討に住民意

見を活かしていく。 

 

２）原風景模型作成方針 
①模型作成に向けた基本的考え方 
模型作成に向けた基本的な考え方を以下に示す。 

 馬場、闘牛場、井泉など、人が集まる共有空間や御嶽、殿などの祭祀空間を

表現する。 

 範囲については、東西方向に縦長にして集落を挟む両端の地形を含める。 

 スタディ模型として象徴的な部分をデフォルメしたものとする。 

 地形の起伏は１：２（ヨコ：タテ）とし、水系や御嶽の森、集落周辺にある

緑地等を表現する。 

 

②模型での表現で留意すべき事項 
 御嶽、殿を基本的に捉え、墓地、山林、田畑の違いを表現する。 

 道路の方向、集落の向きを表現する、（風の通り方が理解できるような表現）。 

 御嶽の緑地、農地内緑地、西側斜面緑地を表現するが、特に、御嶽を包含す

る緑地については目立つように表現する。 

 神道、メーヌミチ等集落の象徴的な道を表現する。 

 屋敷の表現については、ノロ殿内、殿（トゥン）など、祭祀にかかわる建築

物とその敷地、番所や学校、マチグワー、サーターヤーなどの生活とかかわ

りの深い公共施設を強調する。 

 馬場、闘牛場など村の行事に係る空間は強調する。 

 並松街道については、シンボル空間として可能な限り丁寧に表現する。 
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 井泉については、ウブガーや若水汲みに利用される湧水を強調する。 

 河川。水路等水系は一目で視認できるように表現を工夫する。 

 クムイについては、共同クムイを強調する。 

 西側のグスク時代、先史時代の遺跡についても、赤枠等で表現する。 

 省略すべきものは削る（詳細に表現しない）。 

 

３）原風景模型作成の手順 
①原風景模型の年代設定 
米軍撮影の航空写真を基本に原風景模型を製作するため、土地利用状況、集落の

状況等は 1945年 1月時点を基本とする。 

 

②原風景模型の基図について 
模型の基図については、1948年（昭和 23年）に米軍が作成したスケール 1/4,800

の地図（AMS製 L893図）を利用する。当該地図は集落接収後ではあるが、地形が詳

細に表現されており、基地整備による地形の改変が比較的進んでないことから、模

型制作に適当であると考える。 

 

③原風景模型制作範囲について 
模型の範囲は、宜野湾古集落及び神山古集落を中心とした、並松街道、抱護林、

水系、御嶽や湧水（カー）、墓、馬場、農地、池など、先人たちの暮らしと深くか

かわる要素を表現可能な範囲で、微地形も目視できるスケールとする。また、長辺

を東西方向とし、両側の丘陵地を表現する。したがって、スケールは 1/750、長辺

2,700ｍｍ×短辺 2,000ｍｍとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅳ－５ 模型作成の範囲 
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図Ⅳ－６ 模型作成範囲中央部の想定断面図 

 

④模型作成の資料等 
原風景の空間構成要素、土地利用状況を把握するため、以下の資料を活用する。 

① 1945年 1月 3日撮影の米軍航空写真（沖縄県公文書館所有） 

② 「普天間飛行場内遺跡地図（中間報告）」沖縄県教育委員会・宜野湾市教

育委員会 

③ 「ぎのわん 字宜野湾郷友会誌」字宜野湾郷友会 

④ 「神山誌」字神山郷友会 

⑤ 字宜野湾旧集落模型製作に向けた基礎調査報告書」字宜野湾郷友会 

⑥ 「宜野湾市史」宜野湾市教育委員会 

⑦ 重要文化財保存整備基本構想作成業務［Ⅰ］、［Ⅱ］、［Ⅲ］において整

備された GISデータ 

上記のほか、適宜、写真等各種資料を活用する。また、制作にあたっては、郷友

会会員参加型で進め、往時の生活様式や街並み風景などを聞き取るとともに、遺跡

類の保全・活用のあり方の意見集約を行う。 

 

⑤模型地形の縦横比について 
地形の高低差を強調させるために、地形模型の垂直縮尺は平面縮尺の 2倍とする。 
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図Ⅳ－７ 模型作成の基図として作成した遺跡分布図 
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４）原風景模型 

完成後の原風景模型の写真を以下に示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真Ⅳ－１ 模型全体①（西側より撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真Ⅳ－２ 模型全体②（北西側より撮影） 
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写真Ⅳ－３ 模型全体③（南側より撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真Ⅳ－４ 模型全体④（南東側より撮影） 
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３. 跡地利用に関する機運の醸成を図る催しの提案 

（１）県民フォーラムの開催提案 
１）開催目的 

普天間飛行場跡地利用に関するこれまでの取組みを広く県民に知ってもらい、跡地

利用に関する気運を醸成するとともに、県民の跡地利用に関する提案・意見を聴取す

る場を多数設ける。 

特に、過年度作成した PVや VRなどは、跡地利用をイメージしやすく、多くの県民

に見てもらう機会を設けることで、今後の取り組みへの関心が高まることが期待でき

る。また、水系アクリル模型や本年度制作する原風景模型等展示・解説し、跡地の自

然環境や歴史・文化への関心も高まり、より具体的な意見の聴取が期待できる。 

 

２）講演内容の検討 
普天間飛行場跡地利用の配置方針及び配置方針図の更新に向け、地権者や周辺の地

域住民等にとって、より関心の高いテーマであり、「中間取りまとめ」以降、議論を

深化させてきた「自然環境・歴史文化資源等の保全活用（普遍的なポテンシャル）」

に関する内容及び沖縄の新たな振興拠点・国際交流拠点として、県民が期待している

テーマであり、今後、議論を深化させていくべき「普天間飛行場跡地利用に期待され

る新たなポテンシャル」に関する内容とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

普天間飛行場跡地利用に活用すべき 
普遍的なポテンシャル 

普天間飛行場跡地利用に期待される 
新たなポテンシャル 

【基本的趣旨】 
地権者及び地域住民が関心の高い「自然環境・歴史文化資源の保全活用」に関する

講演と、今後の県全体に影響を及ぼす跡地利用における新たなポテンシャルの創出

に関する講演とすることで、未来志向のフォーラムとする。 

基調講演「普天間に残る資源の保全・活用方針」 
過年度までに調査されてきた自然環境資源や歴史文化資源に関する報告及び

普天間飛行場跡地利用における資源の保全・活用方針に関する講演を行うこと

で、地域への愛着が醸成され、地元の各種団体や地域住民等との協働のまちづ

くりを推進することが可能であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション「普天間の資源と新たな可能性」 

西普天間住宅地区跡地と連携した国際医療拠点の展開やアジアのダイナミズ

ムを取り込む国際振興・国際交流の拠点形成等、普天間飛行場跡地の新たな可

能性に関する内容は、県民の跡地に関する機運を醸成することが可能であると

考えられる 
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３）これまでに作成したコンテンツの展示・放映コーナーの設置 
過年度までの成果であるＰＶやＶＲ、模型等のコンテンツを展示、放映することで、

今後の取り組みへの関心が高まることが期待できる。また、各コンテンツ内容に関す

るアンケート調査を実施することで、幅広い参加者から多角的な意見を得ることが期

待できる。 

 

展示・放映するコンテンツ 意見聴取内容 
１．原風景模型の展示・解説 戦前の集落における人々の暮らしから、大切にさ

れていた場所を認識してもらい、まちづくりの

参考となる 空間構成要素 についての意見を得

る。 

２．水系アクリル模型及び自然

環境に関するパネル展示 

跡地における自然環境資源について理解を促し、

今後の土地利用 や 環境共生のまちづくり につ

いての意見・提案を得る。 

３．VRを操作できるようなブ

ース 

跡地利用計画（案）の内容及び未来の街のイメー

ジを視覚的に認識してもらい、跡地の 将来像

についての意見を得る。 ４．平成 25～27年までに作成

した PVの放映 

 

パネル展示（Ｈ26 実施） 水系模型（Ｈ27 作成） 

プロモーションビデオ（Ｈ25～27 作成） 原風景模型（Ｈ28 作成） 
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４ 今後の情報発信策の具体化 

県民フォーラムや「まちま～い」などイベントの開催告知・報告や平成 27年度版のＰ

ＶなどをＨＰ上で掲載し、跡地利用の実現に向けた取組状況を幅広くＰＲすることを盲

的とする。 

（１）県内外・国外へ情報発信するホームページコンテンツの更新 
１）「ＰＶ ＶＲ編 Vol.3北側エリア」コンテンツの更新 
【ＴＯＰページ】 

  

Ⅳ-37



 第Ⅳ章 ｜ 関係部局が実施する調査や策定する計画の反映 

 
 

【ＶＲページ】 
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２）Googleアナリティクストラッキングコードの埋め込み 
ＨＰのアクセス数の分析の実施するため、全ページに Googleアナリティクスのトラッ

キングコードの埋め込みを行う。 

【全ページ】 
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３）アクセス解析結果 
Google アナリティクスを使いＨＰのアクセス解析を行った。月平均約 300名のユーザ

ーが来訪し、約 1,000ページビューがある。1ユーザー当たり約 3ページを閲覧してい

る。アクセス数が多いのは、ＴＯＰページで次にＶＲページである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

セッション 403 562 387 293 323 377 2,345

ユーザー数 352 389 306 258 269 322 1,896

ページビュー数 1,099 1,566 882 935 1,100 1,056 6,638

ページ／セッション 2.73 2.79 2.28 3.19 3.41 2.80 2.87

訪問時の平均滞在時間 0:02:04 0:02:55 0:02:07 0:02:31 0:03:13 0:02:32 0:02:34

直帰率 47.89% 31.67% 45.48% 45.05% 37.77% 46.68% 42.42%

表Ⅳ-2 月別アクセスログ等 

 

   

ページ名 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

◆トップページ
/futenma-mirai/index.html

523 490 396 398 438 503 2,748

◆基地が返還される
/futenma-mirai/001.html

88 122 63 84 103 110 570

◆まちがつながる
/futenma-mirai/002.html

94 123 65 87 131 93 593

◆緑の中のまちをつくる
/futenma-mirai/003.html

52 97 45 71 82 74 421

◆人々が集まるまちができる
/futenma-mirai/004.html

84 103 55 65 97 69 473

◆未来のまちイメージＶＲ
/futenma-mirai/005.html

127 114 72 87 160 114 674

◆県民の声
/futenma-mirai/006.html

32 29 15 22 26 35 159

◆関連リンク
/futenma-mirai/007.html

7 8 3 13 22 12 65

◆中南部都市圏駐留軍用地跡地利用計画広域構想

/futenma-mirai/008.html
24 18 15 35 23 22 137

◆跡地利用に伴う経済効果
/futenma-mirai/009.html

18 31 8 23 18 17 115

計 1,049 1,135 737 885 1,100 1,049 5,955

【用語解説】

セッション：アクセスユーザがサイトに流入してから離脱するまでの一連の ページ遷移のことをセッションと呼びます。

ユーザー数：指定した期間にサイトにアクセスしたユーザーの数です（同じユーザーは 1 回だけカウントされます）。

ページビュー数：閲覧されたページの合計数です。同じページが繰り返し表示された場合も集計されます。

ページ／セッション：1セッションあたりのページビュー数です。1回あたりに何ページを閲覧をしたのかを判断します。

訪問時の平均滞在時間：１セッションあたりの平均滞在時間。

直帰率：1 ページだけを閲覧した訪問数（ランディング ページでサイトを離脱したユーザーの訪問）の割合です。

表Ⅳ-3 ページ別ページビュー数 
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４）「普天間飛行場 未来予想図 ENGLISHページ」の制作 
全体計画の中間取りまとめ（英語版）、中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想（英

語版）を公開するため、普天間飛行場 未来予想図ＨＰ内に ENGLISHページを作成する。 

【ENGLISHページ】 
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５）「字宜野湾・字神山まちまーい」ページの制作 
平成 28年 12月 2日（金）に実施した“宜野湾まちま～い”について、取材を行いＨ

Ｐにて、地域に残る湧水、旧道、地形、遺跡等について広く公開することを目的とする。 

 

【まちまーいページ】 
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６）ＴＯＰページ他のメニューの見直し 
ENGLISHページ、まちまーいページの追加に合わせて、ＴＯＰページ他のメニューの

見直しをし、ユーザーの導線の改善を図る。 

 

【ＴＯＰページ】              【その他全ページ】 
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